
  2. 令和 6 年度 一般会計予算総額 41 億円超
  4. 《特集！》OVER TALK 勝浦アップデート
   　『ー 大規模災害を迎え撃つ ー 勝浦の防災対策』
  8. 〈議案審議〉当初予算 / 補正予算
10. 一般質問
16. 議員の目〈視察報告〉
17. 議長コラム 勝浦想生
18. ぶっちゃけどうなの？　広報モニター会議
19. 追跡討論！「 どうなっとんで？ アレコレ決めたその後のハナシ 」
     編集後記
20. ー地域のホシ ガンバる人ー かつうらガンバロウズ
   『 上

う え

田
た

 修
しゅう

平
へ い

 U ターンし、二足の草鞋で勝浦を盛り上げる 』
   表紙探訪
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国民健康保険 6億 4263 万円
介護保険 9億 6949 万円
後期高齢者医療 1億 2734 万円
物産販売 150 万円
住宅資金等貸付 39 万円

令和 6年度特別会計予算

勝浦病院事業 8億 3427 万円
簡易水道事業 1億 6422 万円
集落排水事業 5153 万円

6 ヶ月の無償化はとても助かります。兄弟
で入学や修学旅行のタイミングが重なり、
大きな負担になるので、多子世帯への負担
軽減策があれば嬉しいです。

佐野木 瞳（棚野）

試験散布をしたが、効果が無くやり
直しをした。まだ完全でないように
思う。必ず効果があれば、すぐにで
も取り組みたい。消毒作業軽減に期
待している。

岡田 孝志（星谷）

今までは子供を連れて町外の大きな公園に
行っていたが、近場にできるのはよいと思
う。令和 10 年ではなく、もう少し早く子
供が小さいうちに完成させて欲しい。

西谷 雄幹（生名）

災害時はよってネ市が近いメリットを活
かし、産直の農産物を利用できるシステ
ムを作り、炊き出しのためのかまどベン
チ、耐震性貯水槽を整備してもらいたい。

柳田 晃（生名）

勝浦病院は小児科が週 1 日しかなく、町外の
病院に行かなければいけない。内科での対応
や子供用薬の在庫充実などで、いつでも安心
して利用できるようにして欲しい。

酒井 しおり（与川内）

望んだ仕事以外もやらなければなら
ないこともあるが、いろいろな仕事を
やる中で、やりがいのある仕事を見つ
けるきっかけにしたい。

脇坂 諒平（久国）

勝浦町の特産品を全国のみなさんに知ってい
ただきたいです。おいしいものを作り PR し
ていきます。そのための補助金は本当にあり
がたいです。

上野 美子（坂本）

学校給食費助成事業

万
円990

スマート農業実証事業
（温州みかんドローン防除）

万
円25

子どもはぐくみ医療費助成事業

万
円2070

特定地域づくり事業協同組合事業

万
円672

阿波かつうらブランド化事業

万
円1448

勝浦町介護施設等整備事業

万
円3 6248億

高齢者も増加している。介護施設や
従事者の環境が充実して、より良い
サービスが受けられることは大変あ
りがたい。主人とともに安心して生
活できるようお願いします。

澤口 ユキ子（星谷）

木造住宅耐震事業

万
円1245

恐竜事業

万
円810

ボーンベッドも見つかり、一億三千年
前の恐竜の歯や亀の化石が発見されて
いる。これからもたくさんの化石が出
土すると思う。私たちも応援していき
たい。

今山 博子（中角）

万
円1280

防災機能を有した 
公園整備計画事業

安全で通行しやすい快適な橋を長年希望
していました。ようやく本格的な事業が
始まることが決まり、うれしく思います。
早期完成に向け大変期待しています。

澤口 實（星谷）

星谷橋架け替え事業

万
円3588

町内の危険そうな場所を６か所点検してくれるという
事で大変ありがたい。鶴林寺線ののり面も危険そうな
場所があるので早急に点検して対策をお願いしたい。

多田 憲一（生名）

のり面点検業務

万
円1000

建設場所は土地が低いため防災
機能については限られるのかな
と思う。貯水槽、マンホールトイ
レ等は設置して欲しい。完成後は
防災訓練も実施してもらいたい。

吉田 祐章（生名）

高校生議会の開催
万
円6

議場で議論するなんてなかなか体験できな
いことだし、高校生目線の意見を提案でき
るいい機会と思う。もし自分が参加できる
なら友達と一緒にやってみたい。

福本 凜（久国）

勝浦町高校生等就学費助成事業

万
円1060 主に通学費用に充てさせて頂いた。

町外の高校に通っているので、通学
費用は必要。この度の給付金は大変
ありがたく、また今年もあるのはう
れしい。

戸川 貴博（生名）

能登半島地震でも多くの倒壊があったので、南海ト
ラフ地震に備えたよい事業と思います。町にしっか
り周知を行ってもらい、多くの方が利用して耐震補
強が進めばいいですね。

石尾 治美（坂本）
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勝
浦
町
に
残
っ
て
い
る
方
だ
け
で
、

初
動
対
応
で
き
る
体
制
を
確
立
し
て

お
く
の
が
大
事
で
あ
る
。

新
居　

1
月
1
日
の
珠
洲
市
で
は

市
役
所
に
20
人
ぐ
ら
い
し
か
い
な

か
っ
た
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
初
動

体
制
を
構
築
す
る
の
は
難
し
い
。

美
馬　

自
ら
の
命
を
守
る
行
動
が

取
れ
る
よ
う
に
訓
練
を
重
ね
る
。
棚

野
地
区
で
は
、
要
配
慮
者
へ
の
声
か

け
や
避
難
の
担
当
を
決
め
、
普
段
か

ら
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
し
、
地
域

の
中
で
ど
こ
に
何
人
住
ん
で
い
る
か

を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
行
動
に
移
せ

な
い
。

石
倉　

近
隣
住
民
の
安
全
確
認
と

声
か
け
、
耐
震
化
を
進
め
る
。
顔
の

石
いし

倉
くら

 美
み

恵
え

子
こ

大
おお

谷
たに

 浩
ひろ

史
し

美
み

馬
ま

 友
とも

子
こ

棚野在住。
婦人会会長。日本赤十字
奉仕団　勝浦支部委員長。

救急救命士。日本救急シ
ステム株式会社（JEMS）。

棚野在住。
退職看護師のネットワー
ク「地域の人に寄り添い
たい」を平成 27 年に組織
し隊長に。かつうら町議
会議員。

防災関係者
《トークゲスト》

「OVER TALK(オーバートーク )」は、毎回テーマに沿った住民に集

まっていただき一つのテーマについて、話しすぎていただく（≒オーバー

トークしていただく）、誌面・インターネット動画連動型の企画です。

勝
浦
町
に
お
い
て
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
被
害

想
定
と
し
て
震
度
6
弱

か
ら
6
強
の
揺
れ
に
見
舞

わ
れ
、
勝
浦
川
沿
い
の
液

状
化
危
険
度
が
極
め
て
高

い
。
建
物
被
害
は
全
壊
・

焼
失
、
４
２
０
棟
、
半
壊

７
６
０
棟
、
死
者
数
20
〜

30
人
負
傷
者
数
１
２
０
〜

１
９
０
人
と
想
定
さ
れ
て

い
る
。

災
害
時
の
被
害
を
最
小

化
す
る
「
減
災
」
の
考
え

方
を
防
災
の
基
本
と
し
、

被
災
し
た
と
し
て
も
人
命

が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
最

重
視
し
、
ま
た
経
済
的
被

害
が
で
き
る
だ
け
少
な
く

な
る
よ
う
、
様
々
な
対
策

を
組
み
合
わ
せ
て
災
害
に

備
え
る
必
要
が
あ
る
。

能
登
半
島
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
を
教
訓
と
し

防
災
対
策
の
一
層
の
充
実

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
住
民
・
行
政
・

関
係
機
関
・
団
体
等
が
そ

れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
話
し

合
っ
て
い
た
だ
く
。

《プロローグ》
地域の生命と財産は地域で守る

《
ト
ー
ク
テ
ー
マ
１
》

発
災
時
の
対
応
に
つ
い
て

―
―
―
家
屋
の
耐
震
化
率
が
70
パ
ー

セ
ン
ト
と
さ
れ
る
勝
浦
町
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、
震
度
6
強
の

揺
れ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
住
宅
の

耐
震
化
に
よ
る
被
害
軽
減
と
い
う
の

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
今
一
度
、

課
題
を
整
理
し
て
対
策
を
講
じ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

能
登
地
震
１
カ
月
後
に
現
地
入
り
し

た
町
職
員
の
新
居
さ
ん
か
ら
。

新
居　
防
災
訓
練
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
大
切
。
地
震
が
起
こ
っ
て
す

ぐ
、
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
良
い
の
か

が
1
番
重
要
。
能
登
は
、
18
年
前
に

も
地
震
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、
す

ぐ
公
民
館
に
地
区
の
人
が
避
難
を
し

て
き
て
い
た
。

杉
本　

隣
組
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
大
切
。
命
を
助
け
る
っ
て
い

う
の
は
大
事
な
こ
と
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
し
っ
か
り
し
て
、安
否
確
認
、

初
動
対
応
す
る
。
働
き
世
代
は
多
く

が
町
外
に
出
て
、 

平
日
の
昼
間
に
発

生
し
た
時
は
連
絡
も
取
り
に
く
い
。

－－大規模災害を迎え撃つ－－ 

「勝浦の防災対策」
《テーマ》

第
７
回
目
と
な
る
「
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
の
テ
ー
マ
は
、「
大
規

模
災
害
を
迎
え
撃
つ
勝
浦
の
防

災
対
策
」
と
い
う
こ
と
で
、
様
々

な
活
動
に
取
り
組
む
町
民
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
い
た
。
勝
浦
町
で
は
令
和

4
年
７
月
に
防
災
計
画
が
更
新
さ
れ

て
い
る
。
今
現
在
の
防
災
対
策
で
大

丈
夫
な
の
か
、
必
要
な
も
の
は
何
な

の
か
な
ど
話
し
合
っ
て
い
た
だ
い

た
。

見
え
る
関
係
は
、
自
然
に
声
が
か
け

や
す
い
。
声
を
か
け
て
、
一
緒
に
逃

げ
ら
れ
る
体
制
を
作
る
こ
と
が
1
番

だ
と
思
い
ま
す
。

大
谷　
分
散
、
多
様
化
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
。
救
急
隊
の
目
線
と
し
て
、
家

屋
倒
壊
時
、
医
療
物
品
を
1
か
所
に

保
管
す
る
と
全
部
使
え
な
く
な
る
の

で
、置
く
場
所
を
分
散
さ
せ
て
お
く
。

安
否
確
認
は
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
リ

ス
ク
を
想
定
し
、
電
話
回
線
や
緊
急

電
話
、
電
話
が
無
理
だ
っ
た
ら
、
ど

こ
で
集
合
す
る
か
と
か
の
方
法
を
段

階
的
に
決
め
て
い
く
。
ま
た
、
巨
大

地
震
に
よ
る
津
波
や
道
路
状
況
を
考

え
る
と
、小
松
島
の
方
に
行
け
な
い
。

あ
ら
か
じ
め
勝
浦
病
院
と
連
携
し

て
、
す
べ
て
の
患
者
を
勝
浦
病
院
に

ＢＣＰ（事業継続計画）
災害時に特定された重要業務が中断しないこと等、
企業を守るための経営戦略。

搬
送
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

―
―
―
能
登
の
発
生
現
場
で
は
安
否

確
認
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
使
っ
た
の

か
。

新
居　

発
生
直
後
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
っ
て
の
安
否
確
認
は
な
か
っ
た
と

思
う
。
近
隣
住
民
の
方
の
声
か
け
に

よ
る
安
全
確
認
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
対

応
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

《
ト
ー
ク
テ
ー
マ
２
》

開
設
さ
れ
る
避
難
所
を
長
期
に

わ
た
り
安
定
的
に
運
営
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と

―
―
―
2
つ
目
の
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

このコーナーは、誌面と動画
の連動企画です。勝浦町議会ホームページまたは
YouTubeにて動画を見ることができます。

誌面と動画の連動企画

用語説明
本文内に、上のアイコンがある用語は、
欄外にて用語説明をしております。

5 4



－－大規模災害を迎え撃つ－－ 

「勝浦の防災対策」
《テーマ》

女
性
の
参
画
が
必
要
で
、
運
営
に
関

わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

石
倉　
被
災
し
た
時
に
、
水
道
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

い
。
活
用
で
き
る
井
戸
を
各
地
区
で

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
。
日
常

生
活
の
中
に
防
災
意
識
を
入
れ
て
、

非
常
持
ち
出
し
袋
の
「
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー

」
を
し
て
い
る
。
各
家
庭
で

の
毎
年
の
確
認
が
必
要
で
、
婦
人
会

で
も
活
動
を
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
。

新
居　

水
道
管
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
断

水
が
起
こ
る
。
井
戸
を
把
握
す
る
の

は
す
ご
く
重
要
だ
。

大
谷　
一
番
気
に
な
る
の
は
健
康
。

持
病
を
持
た
れ
て
る
方
が
環
境
の
変

化
に
よ
り
、
い
き
な
り
悪
く
な
っ
た

時
の
対
応
や
、
陸
路
が
途
絶
え
た
場

合
の
医
療
な
ど
の
要
請
方
法
に
つ
い

て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
。

《
ト
ー
ク
テ
ー
マ
３
》

孤
立
集
落
の
発
生
な
ど
、
孤
立

へ
の
対
応
や
対
策

 
―
―
―
平
日
の
昼
間
の
発
災
と
な
る

と
入
出
す
る
労
働
者
や
学
生
の
配
慮

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
孤
立
へ
の
対
応
や
対
策
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

新
居　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
孤
立
し

て
も
県
道
は
通
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
そ
し
て
災
害
協
定
等
が
重
要
。

杉
本　

被
災
後
も
す
ぐ
通
れ
る
命

の
道
が
県
道
徳
島
上
那
賀
線
。
中
角

の
樋
門
を
閉
じ
て
し
ま
っ
て
は
非
常

に
危
険
。
勝
浦
町
の
中
で
完
結
で
き

る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
計
画
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
も
同
時
に
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

美
馬　

孤
立
し
て
も
大
丈
夫
な
よ

う
に
生
活
必
需
品
や
食
料
を
備
蓄
し

て
お
く
。
安
全
確
認
が
で
き
た
家
に

避
難
し
て
生
活
を
共
に
で
き
た
ら
、

何
日
か
は
し
の
げ
る
の
で
は
な
い

か
。

石
倉　

避
難
所
と
公
共
施
設
の
案

内
表
示
が
必
要
。
総
務
防
災
課
が
講

習
を
し
て
く
れ
た
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
な
ど
の
学
習
も
大
切
。
携
帯
電
話

が
通
じ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
家

族
内
で
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く
。

大
谷　

孤
立
し
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
断
た
れ
た
場
合
の
対
策
が
必
要
。

避
難
所
と
避
難
所
、
避
難
所
と
役
場

の
連
絡
を
し
っ
か
り
作
っ
て
お
か
な

い
と
、 

い
ざ
と
い
う
時
に
困
る
。
病

院
で
治
療
が
必
要
な
場
合
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
、
救
急
隊
、
役
場
と
病
院

と
が
連
携
し
て
役
割
を
決
め
て
お
か

な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
素
早
い

対
応
が
で
き
な
い
。

―
―
―
最
後
に
、
今
回
の
企
画
に
参

加
し
た
感
想
を
お
願
い
し
た
い
。

大
谷　

い
ろ
ん
な
方
の
話
が
聞
け

て
勉
強
に
な
っ
た
。
役
場
や
病
院
と

も
っ
と
防
災
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
け
た
ら
な

と
思
う
。

石
倉　

赤
十
字
や
婦
人
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
団
体
の
人
た

ち
と
防
災
訓
練
や
、
学
習
会
を
開
催

す
る
形
が
見
え
て
き
た
。

美
馬　

ま
だ
ま
だ
地
域
力
は
捨
て

た
も
の
で
な
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
意
識
が
高
い
人
が
集
ま
っ
て
の
会

で
あ
っ
た
。
も
っ
と
防
災
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
地
域
に
還
元
し
て
い

き
た
い
。

杉
本　
勝
浦
町
の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
力
が
他
の
市
町
村
に
比
べ
る

と
か
な
り
高
い
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
さ
え
も
、
千
載
一
遇
の
地
理
的

好
条
件
が
あ
る
。
町
を
根
本
か
ら
良

く
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
う
。
議

会
に
も
通
じ
る
会
で
あ
り
、
行
政
に

も
私
の
考
え
が
少
し
で
も
響
い
た
ら

良
い
と
思
う
。

新
居　

派
遣
さ
れ
た
経
験
を
自
分

だ
け
に
留
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、

防
災
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
。
ま
た
派
遣
さ
れ
た
経
験

談
を
報
告
で
き
た
の
も
良
か
っ
た
。

―
―
―
今
回
の
テ
ー
マ
は
大
規
模
災

害
を
迎
え
撃
つ
勝
浦
の
防
災
対
策
。

ア
ナ
ロ
グ
で
ど
う
や
っ
て
対
応
す
る

の
か
が
重
要
で
あ
り
、
ま
だ
住
民
の

力
が
凄
く
残
っ
て
い
る
地
域
と
し
て

は
減
災
が
可
能
で
あ
る
。
様
々
な
課

題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
あ
る
程
度

の
未
来
が
見
え
て
く
る
会
で
あ
っ

た
。

《進行役》

荻
おぎ

野
の

 慎
しん

諧
かい

横瀬在住。
化石の研究、古生物学者
として恐竜を生かしたま
ちづくりを手がけている。

今
回
は
、
防
災
関
係

の
方
々
に
、
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
い
た
。
年
始

に
起
こ
っ
た
能
登
半
島

地
震
後
の
こ
と
も
あ

り
、
待
っ
た
な
し
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
回
の
議
論
を
議

会
と
し
て
受
け
止
め
、

行
政
に
提
言
を
し
て
い

く
。
い
つ
大
き
な
災
害

が
来
て
も
、
1
人
の
命

《 議 員 考 察 》
アナログだけではなく 

IT の活用も重要
オーバートークを終え、議員が感じたこと

フェーズフリー
身のまわりのモノやサービスを、日常時はもちろん、
非常時にも役立つようにデザインするという考え方。

コンパクトシティ
住まい・交通・公共サービス・商業施設などの生活機能を
コンパクトに集約し、効率化した都市のこと。

新
に

居
い

 亮
りょう

介
すけ

今山出身で石原在住。
勝浦町役場上下水道課勤
務。 能登半島地震支援に
町職員代表として派遣さ
れた。

杉
すぎ

本
もと

 卓
たく

司
じ

坂本出身で生名在住。
25 年以上前から、南海ト
ラフ巨大地震、津波の防
災対策について仕事で関
わり、徳島大学で研究活
動。

で
す
。
大
規
模
災
害
時
に
は
避
難
所

を
開
設
し
ま
す
が
、
地
理
的
条
件
や

災
害
規
模
、
避
難
施
設
の
環
境
な
ど

に
よ
っ
て
様
々
な
課
題
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
開
設
さ
れ
る
避
難
所
を
長
期

に
わ
た
り
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め

に
、
必
要
な
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

新
居　

能
登
で
は
各
地
区
に
お
い

て
、
総
区
長
さ
ん
を
中
心
に
、
給
水

担
当
、 

炊
き
出
し
担
当
、
物
資
担
当

と
各
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
い
た
。
防

災
訓
練
と
か
、
普
段
の
状
況
で
役
割

を
先
に
決
め
て
お
く
の
が
大
事
だ
と

感
じ
た
。

杉
本　
沿
岸
市
町
村
は
、
１
０
０
０

年
に
1
度
の
津
波
を
迎
え
た
場
合
、 

大
勢
の
方
が
生
活
す
る
場
を
失
い
内

陸
の
地
域
に
緊
急
避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
受
け
皿
が

必
要
で
、
解
決
の
た
め
に
徳
島
県
の

広
域
連
携
で
の
避
難
計
画
の
中
に
、

勝
浦
町
に
大
規
模
な
防
災
公
園
、
防

災
広
場
を
作
り
、 

応
急
仮
設
住
宅
を

速
や
か
に
設
け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制

を
作
る
こ
と
が
大
事
。

美
馬　

勝
浦
町
に
は
16
の
自
主
防

災
隊
が
あ
る
。
16
の
防
災
隊
が
同
じ

よ
う
に
動
け
る
よ
う
に
す
る
の
が
行

政
の
仕
事
。
困
り
事
を
な
く
す
た
め

に
、
避
難
所
運
営
や
防
災
活
動
に
は

も
な
く
さ
な
い
よ
う
し
っ
か

り
し
た
準
備
や
訓
練
な
ど
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し

て
、
現
在
は
、
発
災
時
に
ア

ナ
ロ
グ
対
応
が
主
に
な
っ
て

い
る
が
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

防
災
計
画
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
。
議
会
と

し
て
引
き
続
き
、
住
民
の
命

と
財
産
を
守
る
た
め
に
行
動

し
て
い
き
た
い
。
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防
災
・
ま
ち
づ
く
り

勝
浦
町
公
の
施
設
指
定
管
理
者

―
―
―
前
回
の
募
集
か
ら
指
定
管
理
費

が
変
更
に
な
っ
た
理
由
は
。

寺
尾
企
画
交
流
課
長

電
気
代
の
高
騰
な
ど
の
見
込
み
が
つ

き
づ
ら
い
と
い
う
事
で
電
気
代
を
町
の

負
担
に
変
更
し
た
。

勝
浦
町
世
帯
応
援
商
品
券
配
布
事
業

（
１
世
帯
１
万
円
）
２
５
７
０
万
円

―
―
―
令
和
５
年
に
同
じ
よ
う
な
商
品

券
配
布
事
業
を
１
人
３
０
０
０
円
で

行
っ
て
い
る
が
今
回
１
世
帯
１
万
円

と
な
っ
た
理
由
は
。

企
画
交
流
課
長

前
回
は
世
帯
に
幅
広
く
支
援
す
る

と
い
う
形
で
あ
っ
た
。
今
回
は
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
な
る
べ
く
平
等
に
と
い

る
。
早
期
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
が

現
在
の
状
況
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

自
衛
隊
に
募
集
を
か
け
て
い
る
。
新

年
度
面
接
を
実
施
し
、
早
期
採
用
が
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
。

教

育

・

子

育

て

給
付
型
の
奨
学
金
導
入
を

―
―
―
若
者
を
呼
び
戻
す
、
引
き
止
め

る
た
め
に
も
、
給
付
型
の
奨
学
金
の
導

入
を
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

奨
学
金
制
度
の
変
更
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
国
や
県
の
制
度
対
象
外
へ
の
支

援
や
給
付
型
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
事
業

80
万
円

子
供
た
ち
を
含
め
た
町
民
に
音
楽
の

す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
す
る
。

企
画
交
流
課
長

昨
年
度
と
同
様
の
募
集
要
項
と
し
て

い
る
が
、
今
後
、
内
容
の
見
直
し
と
検

討
は
し
て
い
く
。

山
西
地
区
の
水
道
改
良
工
事 

完
了
時
期
は

―
―
―
西
岡
・
山
田
地
区
水
道
改
良
事

業
の
完
成
予
定
は
。

大
上
上
下
水
道
課
長

完
成
予
定
は
令
和
8
年
度
。

防
災
監
採
用　
早
期
の
対
応
を

―
―
―
災
害
対
策
事
業
で
新
た
な
防
災

監
採
用
の
人
件
費
が
計
上
さ
れ
て
い

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
納
税　
ベ
ス
ト
５
は

―
―
―
ふ
る
さ
と

納
税
事
業
、
5
年

度
の
実
績
と
商
品

の
ベ
ス
ト
5
は
。

寺
尾
企
画
交
流
課
長

寄

付

金

が

５
１
２
８
万
１
千

円
。人
気
商
品
は
、

肉
、
み
か
ん
、
お

菓
子
な
ど
の
加
工

品
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
お
茶
、
調
味

料
が
上
位
。

阿
波
か
つ
う
ら
未
来
応
援
事
業３

０
０
万
円

勝
浦
町
内
で
起
業
や
、
既
存
事
業
に

加
え
新
た
な
事
業
展
開
を
始
め
よ
う
と

す
る
事
業
者
を
対
象
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
た
資
金
調
達
に
よ
る
支
援

を
実
施
す
る
。

―
―
―
杉
の
子
基
金
の
あ
と
の
事
業
と

し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利

用
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
昨
年

度
は
1
件
も
採
択
さ
れ
て
い
な
い
。
今

年
度
も
同
じ
内
容
で
実
施
す
る
の
か
。

安心して住み続けられる町づくりのために、社会インフラの整備が急務と
なっている。令和 6 年度は、星谷橋の架け替え、防災機能を有した公園整備
計画事業、介護施設等整備事業等が取り組まれる。また、新規事業として本格
的な芸術に触れる公共ホール音楽活性化事業が実施される。昨年度より導入さ
れた阿波かつうら情報アプリを活用した、より一層の情報配信が求められる。 
　町民がもっと居心地がいいと感じられるまちづくりの推進に期待している。 議案審議

安心して住み続けられる
まちづくりを医

療

・

福

祉

病
院
事
業
会
計 

目
標
値
が
下
が
っ
て
い
る
が

―
―
―
新
病
院
も
外
構
工
事
が
終
わ
り

本
格
稼
働
の
年
だ
。昨
年
度
よ
り
入
院
・

通
院
の
目
標
値
が
下
が
っ
て
い
る
理
由

は
。
ま
た
、
医
師
確
保
は
。

笠
木
勝
浦
病
院
事
務
局
長

病
院
改
革
プ
ラ
ン
で
目
標
値
を
設

定
。
新
病
院
で
は
病
床
数
の
削
減
や
コ

ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、
現
実
的
な
目
標
設

定
と
し
て
い
る
。
医
師
確
保
は
、
大
学

や
県
と
連
携
し
働
き
か
け
る
。

―
―
―
接
遇
が
良
く
な
っ
た
と
聞
く

が
、
町
外
の
病
院
で
取
り
組
ん
で
い
る

無
料
送
迎
な
ど
、
も
っ
と
患
者
を
増
や

す
、
き
め
細
か
い
施
策
を
取
り
組
ん
で

は
。

勝
浦
病
院
事
務
局
長

今
後
も
接
遇
等
の
研
修
を
続
け
、
提

案
の
あ
っ
た
通
院
の
便
宜
に
つ
い
て
な

ど
、
広
く
検
討
し
た
い
。

―
―
―
勝
浦
病
院
は
勝
浦
町
、
上
勝
町

に
と
っ
て
も
大
切
な
病
院
。
病
床
数
が

こ
れ
以
上
減
る
こ
と
な
く
、
通
院
、
入

院
患
者
が
増
え
る
よ
う
、
具
体
的
な
施

策
を
町
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

野
上
町
長

「
地
域
医
療
を
守
る
会
」
で
は
、
病

院
施
設
や
健
康
面
で
盛
り
上
げ
る
心
強

い
取
り
組
み
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
「
病
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
開
催
も
お
願
い
し
て
い
る
。

頼りになるこの笑顔！

優しさに癒されて

災害に強い貯水タンク

勝浦の魅力発信

議案審議

う
こ
と
で
、
世
帯
に
一
律
に
支
援
す
る

と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。

医

療

・

福

祉

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
事
業

１
８
２
１
万
円

―
―
―
今
回
の
給
付
金
は
令
和
４
年
度

の
収
入
に
対
す
る
補
助
金
で
あ
る
。
令

和
４
年
度
は
収
入
が
あ
っ
て
令
和
５
年

度
に
仕
事
が
な
く
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
人
は
ど
う
な
る
の
か
。

後
藤
住
民
課
長

令
和
５
年
に
収
入
が
減
少
し
た
方

の
場
合
、
令
和
6
年
度
住
民
税
で
非
課

税
世
帯
に
該
当
し
た
場
合
は
認
定
を
踏

ま
え
て
支
給
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い

る
。

選
挙
管
理
委
員

新

居

福

夫
今
山

山
口
和
紀
宣
坂
本

伊

丹

眞

悟
横
瀬

麻

植

雅

昭
中
角

（
敬
称
略
）
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一 般 質 問

一般質問とは、議員個人が町長な
どの執行部に対して執行状況や将来
に対する考え方などの報告や説明を
求め、町が町民のために適切な町政
運営を進めているかを確認する場。 
3月・7月・11月におこなっています。 
（議員名あみかけ項目は記事掲載あり）
防災・まちづくり
星谷橋 長尾　玉置

災害対策
井出　玉置
花房　福井
美馬

ごみ処理 井出　瀬戸
住宅耐震化 瀬戸
交通弱者対策 瀬戸
沼江バイパス 瀬戸
ふれあいの里体育館補修 内谷
横瀬地区宅地造成 篰
教育・子育て
地域と高校の協働 花房
学童保育 美馬
図書館の環境設備 篰
観光・にぎわい

町内施設整備 長尾
篰

道の駅周辺整備 花房
恐竜 福井
農業振興
農作物のブランド化 長尾
漬物加工者への助成 井出

熟成みかん 井出
内谷

医療・福祉
勝浦病院 福井
高齢者対策 美馬
女性のがん検診 美馬
その他
合併浄化槽普及の取組 長尾
相続登記の義務化 花房
給付金の対応 福井
阿波かつうら情報アプリ 内谷
町政課題への対応 篰

上
下
水
道
課
長

県
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
補
助
金

の
国
費
、
県
費
の
枠
は
ま
だ
空
い
て
い
る
と
の

こ
と
な
の
で
、
予
算
限
度
額
に
達
し
た
場
合
は

必
要
な
ら
ば
補
正
予
算
を
検
討
す
る
。

―
―
―
合
併
浄
化
槽
１
０
０
％
普
及
を
め
ざ

し
、
新
た
な
周
知
方
法
は
考
え
て
い
る
か
。

上
下
水
道
課
長

町
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
新
事
業
を

中
心
に
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
合
併
浄
化
槽

へ
の
転
換
を
推
進
す
る
た
め
、
徳
島
県
環
境
技

術
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
単
独
槽
検
査
結
果
に

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
い
る
。

星
谷
橋
北
詰
T
字
路
の
交
通
安
全
対
策
は

―
―
―
星
谷
運
動
公
園
に
出
入
り
す
る
T
字
路

交
差
点
に
は
１
基
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
し
か
な

い
。
遊
具
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
来
園
者
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
標
識
、

白
線
を
設
置
し
て
、
事
故
防
止
の
安
全
対
策
を

し
て
ほ
し
い
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

運
動
公
園
利
用
者
も
増
え
て
お
り
、
交
通
安

全
対
策
は
大
変

重
要
。
警
察
、

関
係
機
関
と
確

認
中
で
あ
り
、

対
策
を
検
討
し

た
い
。

合
併
浄
化
槽
１
０
０
％
普
及
を

合
併
浄
化
槽
普
及
の
た
め
の 

新
た
な
周
知
方
法
は

―
―
―
勝
浦
町
汚
水
処
理
構
想
で

は
令
和
17
年
度
ま
で
に
合
併
浄
化
槽
普
及
率

１
０
０
％
を
め
ざ
す
予
定
だ
。
令
和
６
年
度
の

設
置
目
標
と
予
算
額
は
い
く
ら
か
。

大
上
上
下
水
道
課
長

目
標
件
数
は
、
令
和
５
年
度
の
倍
の
20
件
。

予
算
額
も
９
３
２
万
円
か
ら
１
８
５
２
万
円
に

増
額
し
て
い
る
。

―
―
―
現
在
の
合
併
浄
化
槽
の
普
及
率
は
何
％

か
。

上
下
水
道
課
長

普
及
率
は
、
速
報
値
で
約
63
％
で
あ
る
。

―
―
―
予
定
し
て
い
る
20
件
を
超
え
た
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
。

漬
物
出
荷
者
へ
の
助
成
は

オ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
利
用
者
に 

限
ら
ず
助
成
を

―
―
―
法
改
正
で
漬
物
製
造
の
「
営

業
許
可
」
に
は
、
加
工
施
設
整
備
が
必
要
に
な

る
。「
よ
っ
て
ネ
市
」
の
漬
物
出
荷
者
が
、
5

月
い
っ
ぱ
い
で
出
荷
で
き
な
く
な
る
た
め
困
っ

て
い
る
。
実
情
は
ど
う
か
。

上
村
農
業
振
興
課
長

「
よ
っ
て
ネ
市
」
の
昨
年
度
の
漬
物
出
荷
者

は
42
人
。
6
月
以
降
も
出
荷
す
る
人
は
2
人
か

ら
5
人
と
の
こ
と
で
あ
る
。

―
―
―
秋
田
県
横
手
市
で
は
、
補
助
率
10
分
の

4
以
内
、
上
限
金
額
40
万
円
の
助
成
を
し
て
い

る
。
県
内
で
は
ど
う
か
。
勝
浦
で
も
実
施
を
。

農
業
振
興
課
長

6
次
産
業
化
と
し
て
吉
野
川
市
と
阿
波
市
で

は
補
助
率
２
分
の
１
以
内
、
上
限
金
額
50
万
円

新
・
星
谷
橋　
安
全
面
は

接
続
角
度
の
見
直
し
が
必
要
で
は

―
―
―
県
道
新
浜
勝
浦
線
の
交
差
点

は
、
新
し
い
橋
か
ら
ま
っ
す
ぐ
直
角

に
接
続
す
る
の
が
安
全
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

橋
梁
部
分
は
現
在
の
堤
防
か
ら
３
m
も
上
が

り
、
県
道
へ
の
接
続
道
路
が
急
勾
配
と
な
り
危

険
だ
。

海
川
建
設
課
長

食
い
違
い
交
差
は
危
険
な
の
で
、
現
交
差
点

か
ら
40
ｍ
以
上
離
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
堤

防
か
ら
交
差
点
に
か
け
て
の
町
道
は
緩
や
か
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

災
害
時
に
お
け
る 

障
が
い
者
等
の
救
済
対
応
は

―
―
―
要
援
護
者
の
見
守
り
活
動
は
、
民
生
委

員
や
防
災
士
等
と
の
情
報
共
有
が
必
要
で
な
い

か
。

の
助
成
を
し
て
い
る
。
勝
浦
町
は
、
オ
レ
ン
ジ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
利
用
者
限
定
で
同
様
の
助
成
を

し
て
い
る
。

―
―
―
オ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
利
用
者
に
限

ら
ず
に
、
助
成
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

野
上
町
長

42
人
の
出
荷
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
対

応
を
考
え
た
い
。

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
と 

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
設
置
を

―
―
―
災
害
が
起
き
れ
ば
、
冬
は
凍
て
つ
く
体

育
館
で
の
避
難
と
な
る
。
15
分
で
組
み
立
て
が

で
き
、
天
井
や
扉
、
窓
を
付
け
遮
音
性
や
光
環

境
調
整
可
能
な
安
価
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
た
ち
、
ま
た
女
性
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
に
導
入
し
た
ら
ど
う

か
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

冬
場
の
防
寒
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ

な
い
こ
と
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
課
題
で
あ
る
。

対
策
上
、
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
体
調
の
悪

い
方
、
妊
産
婦
の
方
の
使
用
に
向
け
て
整
備
を

検
討
す
る
。

長
友
福
祉
課
長

支
援
者
台
帳
に
登
載
し
、
個
別
避
難
計
画
を

関
係
機
関
に
提
供
し
て
い
る
。

―
―
―
ス
ト
ー
マ
用
品
の
災
害
時
の
備
蓄
と
一

時
管
理
は
で
き
る
か
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

今
回
上
程
し
て
い
る
災
害
救
助
基
金
条
例
な

ど
で
対
応
可
能
で
あ
る
。

―
―
―
災
害
時
に
お
け
る
身
体
障
が
い
者
・
高

齢
者
・
妊
婦
等
救
済
対
応
の
状
況
は
。

総
務
防
災
課
長

福
祉
避
難
所
は
町
内
で
1
ヵ
所
、
喜
楽
苑
を

指
定
し
て
い
る
。

野
上
町
長

福
祉
避
難
所
が
ど
れ
だ
け
必
要
か
調
査
す

る
。
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
の
推
進
と
と
も

に
、
地
域
で
要
援
護
者
を
助
け
る
取
り
組
み
が

必
要
だ
。

災
害
時
に
お
け
る
身
体
障
が
い
者
・
高
齢
者
等
救
済
対
応
に
つ
い
て

高
齢
者

２
１
７
８
人

要
介
護
認
定
者

３
５
１
人

重
度
身
体
障
が
い
者

１
３
５
人

身
体
障
が
い
者

２
８
３
人

透
析
対
象
者

14
人

重
度
疾
病
患
者

52
人

妊
婦

6
人

人
工
膀
胱
・
人
工
肛
門
装
具
者

26
人

議員

議員

議員

長
な が

尾
お

 隆
た か

資
し

井
い

出
で

 美
み

智
ち

子
こ

玉
た ま

置
お き

 守
まもる

危険がいっぱい

早い、安い、快適
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一 般 質 問

一般質問の全編を
動画投稿サイト
YouTubeにて閲覧
いただけます。
https : / /www.town.katsuura .
lg.jp/gikai/chukei/

動画で
一般質問を見る

過去に発行した勝
浦町議会広報をイ
ンターネットで閲
覧することができ
ます。
https : / /www.town.katsuura .
lg.jp/gikai/dayori/

議会広報
バックナンバー

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
備
え 

水
道
施
設
の
災
害
対
策
を

大
地
震
発
生
時
の
被
害
想
定
は

―
―
―
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
本
町
の
水

道
施
設
の
耐
震
化
率
、
被
害
想
定
は
。

大
上
上
下
水
道
課
長

耐
震
化
率
は
24
・
2
％
。
被
害
想
定
は
、
発

災
直
後
は
97
％
、
１
週
間
後
断
水
率
63
％
、
１

か
月
後
断
水
率
12
％
、
断
水
人
口
５
５
０
人
で

あ
る
。

―
―
―
町
内
の
井
戸
の
場
所
、
数
な
ど
を
把
握

し
て
い
る
か
。

上
下
水
道
課
長

39
件
の
井
戸
を
把
握
し
て
い
る
。

―
―
―
そ
の
井
戸
を
調
査
し
て
飲
料
水
に
使
え

る
か
ど
う
か
も
含
め
て
、
防
災
マ
ッ
プ
に
載
せ

て
は
ど
う
か
。

木
造
住
宅
の
減
災
化
対
策
を

古
い
住
宅
へ
の
耐
震
化
指
導
は

―
―
―
本
町
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
状
況
は
。

海
川
建
設
課
長

累
計
と
し
て
診
断
済
み
が
２
５
０
戸
で
、
46

戸
の
耐
震
工
事
が
完
了
し
て
い
る
。

―
―
―
耐
震
済
み
の
家
は
ど
の
く
ら
い
の
震
度

に
耐
え
う
る
の
か
。

建
設
課
長

震
度
６
強
か
ら
７
程
度
の
地
震
に
対
し
て

は
、
倒
壊
、
崩
壊
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

―
―
―
何
年
前
に
建
っ
た
家
が
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
。

建
設
課
長

昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
の
住
宅
に
つ
い
て

は
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

恐
竜
事
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は

勝
浦
町
を
盛
り
上
げ
る
資
源
と
し
て 

体
制
整
備
を

―
―
―
新
た
に
恐
竜
の
化
石
が
発
見
さ
れ
、
勝

浦
町
を
盛
り
上
げ
る
起
爆
剤
と
な
る
と
考
え

る
。
今
後
の
恐
竜
事
業
の
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

夏
の
恐
竜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
恐
竜
化
石

発
見
か
ら
30
年
目
の
節
目
の
年
と
な
る
の
で
、

内
容
を
協
議
し
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
10
月
15

日
の
『
化
石
の
日
』
に
講
演
会
を
企
画
。
恐
竜

を
活
か
し
た
ふ
る
さ
と
学
習
に
も
可
能
な
限
り

積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
動
き
を
生
涯
学
習

に
も
つ
な
げ
た
い
。
各
課
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
令
和
７
年
度
以
降
の
取
り
組
み
を
考
え

て
い
き
た
い
。

―
―
―
新
年
度
か
ら
の
恐
竜
事
業
の
体
制
は
。

上
下
水
道
課
長

総
務
防
災
課
と
連
携
し
て
検
討
し
た
い
。

道
の
駅
周
辺
整
備
の
進
捗
は

―
―
―
道
の
駅
周
辺
に
整
備
さ
れ
る
予
定
の
、

防
災
機
能
を
有
し
た
公
園
整
備
の
進
捗
状
況

は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

令
和
6
年
度
予
算
で
約
１
２
０
０
万
円
を
計

上
し
、
予
定
地
の
調
査
や
検
討
委
員
会
の
運
営

支
援
、
基
本
構
想
等
の
作
成
を
す
る
。
完
成
予

定
は
令
和
10
年
で
あ
る
。

―
―
―
こ
の
公
園
予
定
地
の
生
名
バ
イ
パ
ス
北

側
は
、
建
物
を
建
て
ら
れ
な
い
の
か
。

上
村
農
業
振
興
課
長

生
名
バ
イ
パ
ス
北
側
は
「
農
用
地
区
域
内
農

地
」
い
わ
ゆ
る
青
地
で
あ
る
。
ま
た
、
第
1
種

農
地
で
あ
り
、
原
則
転
用
は
不
許
可
と
な
っ
て

い
る
。

―
―
―
道
の
駅
周
辺
は
令
和
10
年
に
公
園
も
整

備
さ
れ
、
商
業
施
設
や
企
業
誘
致
と
し
て
の
値

打
ち
が
あ
が
る
。前
も
っ
て
対
応
で
き
な
い
か
。

野
上
町
長

農
地
を
守
っ
て
い
く
の
は
必
要
。
い
つ
ま
で

も
放
棄
地
を
お
い
て
お
く
の
も
懸
念
は
あ
る
。

今
後
ど
う
す

る
か
と
い
う

こ
と
は
考
え

て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

―
―
―
耐
震
工
事
が
で
き
な
い
位
の
古
い
住
宅

は
ど
う
指
導
す
る
の
か
。

建
設
課
長

古
い
住
宅
で
あ
っ
て
も
耐
震
工
事
は
可
能
で

あ
る
が
、
改
修
費
用
が
増
加
傾
向
で
あ
る
。
改

修
工
事
を
望
ま
れ
な
い
場
合
、
費
用
負
担
が
少

く
、
短
期
間
で
施
工
が
で
き
る
「
耐
震
シ
エ
ル

タ
ー
」
や
「
耐
震
ベ
ッ
ド
」
の
設
置
、「
住
み

替
え
支
援
」
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。

―
―
―
住
宅
減
災
化
対
策
が
令
和
5
年
に
新
規

事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
が
内
容
は
。

建
設
課
長

窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
や
家
具
の
固
定
、
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
な
ど
、
住
宅
の
安
全
性

を
向
上
さ
せ
る
事
業
で
高
齢
者
等
を
対
象
者
と

し
て
い
る
。

沼
江
バ
イ
パ
ス
の
現
状
は

―
―
―
沼
江
バ
イ
パ
ス
の
山
腹
崩
壊
の
現
状
と

今
後
の
住
民
説
明
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
課
長

崩
落
箇
所
の
調
査
を
夏
頃
ま
で
継
続
す
る

必
要
が
あ
り
、

そ
の
後
、
工
事

方
法
を
決
定
し

て
、
説
明
会

を
開
催
す
る
予

定
と
聞
い
て
い

る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

担
当
職
員
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、
企
画

交
流
課
な
ど
関
係
課
と
の
横
断
的
な
体
制
で
事

業
を
推
進
す
る
。
人
数
的
に
令
和
5
年
度
よ
り

1
人
減
る
が
、
連
携
を
深
め
て
可
能
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

勝
浦
病
院
の
面
会
制
限
解
除
は

―
―
―
勝
浦
病
院
の
面
会
制
限
は
い
つ
ま
で

か
。

笠
木
勝
浦
病
院
事
務
局
長

現
在
は
面
会
禁
止
に
し
て
い
る
が
、
一
部
、

医
師
の
許
可
が
あ
れ
ば
、
面
会
は
可
能
で
あ
る
。

い
つ
ま
で
面
会
制
限
を
す
る
か
は
未
定
だ
。

―
―
―
面
会
制
限
の
不
利
益
を
認
識
し
て
い
る

か
。

勝
浦
病
院
事
務
局
長

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
が
面
会
で
過
ご
す
時
間

は
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
介
助
を
ご
家
族
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
。

し
か
し
、
面
会
を
フ
リ
ー
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
よ

り
も
、
院
内
感
染
の
防
止
に
重
き
を
お
く
た
め
、

現
状
の
ま
ま
、

制
限
付
き
の
面

会
と
す
る
。

議員

議員

議員

瀬
せ

戸
と

 直
な お

一
い ち

花
は な

房
ふ さ

 勝
か つ

一
い ち

福
ふ く

井
い

 裕
ひ ろ

美
み

井戸を使った給水訓練

早う、どなんぞして

これが町の宝だ
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一 般 質 問

一般質問の全編を
動画投稿サイト
YouTubeにて閲覧
いただけます。
https : / /www.town.katsuura .
lg.jp/gikai/chukei/

動画で
一般質問を見る

過去に発行した勝
浦町議会広報をイ
ンターネットで閲
覧することができ
ます。
https : / /www.town.katsuura .
lg.jp/gikai/dayori/

議会広報
バックナンバー

災
害
派
遣
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は

活
動
報
告
を
受
け
て 

災
害
計
画
の
見
直
し
は

―
―
―
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
と
し
て

町
か
ら
は
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
介
護
職

員
が
派
遣
さ
れ
た
。
活
動
報
告
を
受
け
、
町
と

し
て
の
課
題
や
今
後
見
直
す
べ
き
計
画
は
あ
る

の
か
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

地
域
防
災
計
画
や
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
避

難
所
の
環
境
整
備
の
作
成
に
つ
い
て
、
女
性
参

画
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
職
員
の
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

―
―
―
震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

１
２
０
０
人
か
ら
１
７
０
０
人
の
避
難
者
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
が
で

き
る
の
か
。
備
蓄
の
追
加
予
定
は
。

総
務
防
災
課
長

生
名
の
備
蓄
倉
庫
に
間
仕
切
り
パ
ー
テ
ー

災
害
発
生
時
の 

勝
浦
町
ア
プ
リ
の
活
用
方
法
は

衛
星
通
信
設
備
も
含
め
検
討
を

―
―
―
ア
プ
リ
の
普
及
状
況
と
目
標
値
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

3
月
21
日
時
点
の
登
録
者
は
６
０
６
人
で
、

ア
プ
リ
４
５
９
人
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
１
３
６
人
、メ
ー

ル
11
人
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
１
３
５
０
人
を
最
低
目
標
と
考
え
て
い
る
。

―
―
―
大
災
害
発
生
時
に
ア
プ
リ
で
の
避
難
所

情
報
、
災
害
状
況
の
配
信
や
報
告
受
領
、
復
旧

情
報
な
ど
の
配
信
計
画
は
あ
る
か
。

総
務
防
災
課
長

支
援
物
資
の
情
報
等
の
配
信
を
想
定
し
て
い

る
。
質
問
に
あ
っ
た
情
報
配
信
は
所
管
課
も
含

め
て
検
討
す
る
。

―
―
―
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
通
信
網
が
途

人
口
減
少
に
対
す
る 

組
織
体
制
の
展
望
は

実
情
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を

―
―
―
26
年
後
の
２
０
５
０
年
に
は
、
町
人
口

が
半
減
す
る
予
測
が
出
て
い
る
。
人
口
が
減
っ

て
も
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
は
維
持
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
労
働
人
口
が

減
少
す
る
中
で
役
場
機
能
を
果
た
す
た
め
に

は
、
少
数
精
鋭
の
職
員
が
必
要
で
あ
る
。
町
長

の
考
え
る
組
織
の
展
望
は
。

野
上
町
長

最
近
、
公
務
員
の
応
募
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
優
秀
な
人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
人
口
に
比
例
し
た
人
数
で
良
い
と
は
思

わ
な
い
が
、
Ｄ
Ｘ
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
も
踏
ま
え
て

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
考
え
て
い

き
た
い
。

―
―
―
事
業
の
中
に
は
、
当
初
の
目
的
と
合
わ

シ
ョ
ン
が
35
、
テ
ン
ト
が
50
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ト
が
30
準
備
し
て
あ
る
。
備
蓄
は
進
め
た
い
。

―
―
―
妊
婦
や
乳
幼
児
が
避
難
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
保
育
園
を
避
難
所
に
利
用
で
き
な

い
か
。

長
友
福
祉
課
長

民
間
施
設
な
の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
も
併

せ
て
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

―
―
―
災
害
時
の
断
水
を
想
定
し
て
、
町
民
に

供
給
で
き
る
水
の
量
は
い
く
ら
か
。

大
上
上
下
水
道
課
長

緊
急
遮
断
弁
が
設
置
さ
れ
て
い
る
配
水
池
が

3
ヵ
所
あ
り
、
２
４
０
ト
ン
の
飲
料
水
を
確
保

し
て
い
る
。
17
日
間
は
全
町
民
に
3
リ
ッ
ト
ル

の
水
が
配
れ
る
想
定
。

女
性
の
が
ん
検
診
サ
ポ
ー
ト
を

―
―
―
子
宮
が
ん
健
診
時
に
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
（
５
０
０
０
円
程
度
）
を
し
て
い
る
H
Ｐ
Ｖ

検
査
の
費
用
助
成
は
で
き
な
い
か
。
こ
の
検
査

を
追
加
す
る
こ
と
で
早
期
発
見
の
確
率
が
高
ま

る
。

福
祉
課
長

令
和
6
年

2
月
に
子
宮
頸

が
ん
検
診
に
H

Ｐ
Ｖ
検
査
が
含

ま
れ
た
。
県
の

体
制
が
整
う
ま

で
待
っ
て
ほ
し

い
。

絶
え
て
し
ま
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
ス
タ
ー

リ
ン
ク
の
よ
う
な
衛
星
通
信
設
備
の
配
備
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
防
災
課
長

通
信
手
段
の
確
保
は
非
常
に
重
要
と
考
え
て

お
り
、
ま
ず
は
災
害
対
策
本
部
で
の
準
備
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
た
い
。
一
方
通
行
で
は
あ
る

が
、
本
町
に
は
防
災
行
政
無
線
が
あ
る
。

体
育
館
の
天
井
塗
装 

3
月
下
旬
で
未
実
施
の
理
由
は

―
―
―
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
体
育
館
の
天

井
塗
装
、
電
球
交
換
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

３
月
下
旬
で
未
実
施
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
天
井
塗
装
と
電
球

交
換
の
情
報
収
集
に
時
間
が
か
か
り
、
施
工
内

容
の
検
討
に
時
間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。

―
―
―
施
工
内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

天
井
全
体
の
梁
に
つ
い
て
、
塗
装
の
は
が
れ

が
著
し
い
部
分
の
ケ

レ
ン
作
業
（
錆
・
塗

膜
落
と
し
）
を
行
い

な
が
ら
、
設
置
し
た

足
場
を
使
用
し
て
7

個
の
電
球
交
換
も
行

う
。
そ
の
後
、
令
和

６
年
度
の
社
会
体
育

費
事
業
予
算
で
、
防

錆
塗
装
を
施
す
。

な
く
な
っ
て
来
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
人
口

減
少
に
合
わ
せ
て
、
痛
み
を
伴
う
が
英
断
を

持
っ
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
見
解

は
。

町
長大

き
な
判
断
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
。
経
費
や
効
果
、
職
員
体
制
を
考
慮
し
て

判
断
し
て
い
く
。

宅
地
購
入 

補
助
金
増
額
の
検
討
を

―
―
―
４
区
画
の
内
２
区
画
が
販
売
で
き
た

が
、
販
売
方
法
と
購
入
者
の
住
所
は
。

海
川
建
設
課
長

購
入
者
は
２
件
と
も
町
外
の
方
で
、
町
に
直

接
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

―
―
―
建
築
価
格
が
４
割
以
上
も
高
騰
し
て
い

る
こ
と
が
、
購
入
希
望
者
が
二
の
足
を
踏
む
要

因
に
な
っ
て
い
る
。
補
助
金
の
増
額
が
必
要
で

は
。

町
長こ

の
事
業
は

令
和
７
年
度
ま

で
の
総
合
計
画

に
基
づ
い
た
政

策
で
あ
る
が
、

今
後
の
法
改
正

を
見
据
え
考
え

た
い
。

議員

議員

議員

内
う ち

谷
た に

 安
や す

宏
ひ ろ

美
み

馬
ま

 友
と も

子
こ

篰
しとみ

 公
こ う

一
い ち

プライバシー確保を

見違えたなあ

もっと賑わってほしい
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2
月
6
、
7
日
に
高
知
県
梼ゆ
す

原は
ら

町
、

日ひ

高だ
か
村
を
訪
問
。
梼
原
町
は
建
築
家
の

隈く
ま
研け
ん
吾ご

氏
が
手
が
け
た
建
造
物
が
多
く

あ
り
、「
雲
の
上
の
町
」
と
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。「
移
住
・
定
住
」「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
」「
有
害

鳥
獣
対
策
」「
教
育
（
小
・
中
・

高
の
連
携
）」
の
4
点
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

日
高
村
は
県
都
か
ら
16
ｋ
ｍ
、

人
口
４
８
０
０
人
ほ
ど
で
勝
浦

町
と
よ
く
似
て
い
る
。
地
域
資

源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や

「
村
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル
化
」
事

業
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

梼
原
町
の
「
空
き
家
対
策
」

に
つ
い
て
、
空
家
所
有
者
か
ら

10
〜
12
年
の
契
約
で
借
り
上
げ
、

改
修
工
事
を
（
国
2
分
の
1
・

県
4
分
の
1
・
町
4
分
の
1
の

負
担
割
合
）
実
施
し
た
上
で
、

希
望
者
に
月
額
2
万
5
千
円
で
貸
し
出

し
て
い
る
。
町
負
担
分
は
契
約
期
間
の

家
賃
収
入
で
返
済
可
能
で
あ
り
、
実
質

町
負
担
0
（
ゼ
ロ
）
で
空
き
家
の
有
効

活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
町
と
の
契
約
な
の

で
物
件
所
有
者
も
安
心

感
が
あ
り
、
借
主
と
し
て
も
安
価
な
家

賃
設
定
と
水
回
り
の
改
修
や
耐
震
化
に

よ
る
快
適
性
や
安
全
性
が
魅
力
に
な
っ

て
い
る
。

勝
浦
町
で
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
徳
島
県
で
の
制
度
設
計
が
必
要
と

な
る
。
民
間
事
業
者
や
周
辺
市
町
村
を

巻
き
込
ん
だ
推
進
体
制
の
構
築
と
と
も

に
、
国
や
県
へ
の
要
望
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

地域資源を生かしたまちづくり 
高知県に学ぶ、地域の課題解決方法

議員
の目2月初旬、高知県梼

ゆす
原
はら
町と日

ひ
高
だか
村へ伺い、視察研修を実施。勝浦町と立地

や条件が似ている日高村や空き家対策の先進地域である梼原町の事例を学び、
これからの勝浦町に必要となる取り組みを学んだ。

視察報告

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

先
進
地
視
察

令
和
6
年
1
月
25
、
26
日
に
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
上
位
入
賞
議
会
の

埼
玉
県
寄よ
り

居い

町
と
小お

川が
わ

町
で
、
編

集
日
程
や
取
組
み
内
容
を
学
ん
だ
。

ど
ち
ら
の
委
員
会
も
、
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
使
用
で
の
伝
え
や
す
さ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
お
り
、
見

や
す
い
誌
面
構
成
が
さ
れ
て
い

る
。
広
報
の
質
向
上
に
は
個
々
の

議
員
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も

必
要
で
あ
り
、
12
月
に
発
行
す
る

１
０
０
号
に
向
け
て
、
計
画
的
な

改
革
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

 ● 2月 13日　鳥取県日
ひ
吉
え
津
づ
村議会

日吉津村議会広報広聴常任委員会が来町されま
した。広報活動や議会だよりの編集、広報誌作成
費用や住民モニター制度等について活発な議論が
交わされました。

町町

野
町
野
町

高知市
日高村日高村日高村

全
国
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催

す
る
、
第
38
回
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

に
て
、「
議
会
だ
よ
り
か
つ
う
ら
95

号
」
が
第
７
位
優
良
賞
を
い
た
だ

き
、
5
年
連
続
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
連

梼原町梼原町

動
の
特
集
企
画
『
Ｏ

Ｖ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ 

| 

か
つ
う
ら
ア
ッ

プ
デ
ー
ト 

| 

』
な

ど
、
多
く
の
町
民
が
登

場
す
る
誌
面
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
よ
う
な
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

日
頃
よ
り
議
会
活
動

や
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
み
な
さ
ま
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町議会広報 5年連続入賞！

昨
春
か
ら
市
内

の
高
校
に
通
う
息
子

の
送
迎
を
す
る
機
会

が
あ
り
ま
す
が
、
市

内
方
面
に
通
勤
し
て

い
る
ご
近
所
さ
ん
も

数
人
い
る
中
で
、
勝

浦
町
全
体
で
は
そ
の

よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー

が
ど
れ
ほ
ど
い
る
の

か
。「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
」
が
一
部
地
域

で
解
禁
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
た
び

に
、
空
い
て
い
る
席
に
息
子
を
乗
せ
て

も
ら
え
た
ら
と
何
度
も
思
っ
て
み
た
り

し
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
以
前
よ
り
高
校
生
の

通
学
方
法
確
保
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま

す
が
、
将
来
的
な
路
線
バ
ス
撤
退
を
考

え
る
と
、
特
区
制
度
や
規
制
緩
和
、
先

進
技
術
の
利
活
用
に
よ
る
、
未
来
の
交

通
体
系
の
青
写
真
を
描
く
時
期
に
き
て

い
ま
す
。
今

を
生
き
る
私

た
ち
み
ん
な

で
知
恵
を
出

し
合
っ
て
考

え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 勝浦想生

高知県日高村「日高わのわ会」での研修風景

寄居町に続け　めざせ 1位！ 梼原町
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沼
江
パ
イ
ロ
ッ
ト
園
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
、
区
画
割
と
応

募
要
件
は
。（
瀬
戸
）

2
区
画
で
各
６
０
０
０
㎡

あ
ま
り
。
一
次
募
集
は
新
規

就
農
者
、
応
募
が
な
け
れ
ば
町
内

の
規
模
拡
大
希
望
者
に
対
し
て
二

次
募
集
を
行
う
。

（
令
和
4
年　

ひ
な
会
議
）

一
次
募
集
に
応
募
が
な
く
、
二

次
募
集
の
応
募
者
で
抽
選
し
、
町

内
の
農
業
者
が
2
区
画
を
借
り
受

け
ま
し
た
。
今
年
3
月
に
全
面
に

苗
木
を
植
え
付
け
、
今
後
の
有
効

活
用
を
期
待
し
た
い
で
す
。

令
和
3
年
度
に
実
施
し
た
「
合

同
点
検
」
の
結
果
と
し
て
、
路
面

表
示
や
道
路
脇
水
路
へ
の
転
落
防

止
柵
な
ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し

た
。
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、「
中

角
工
区
」
の
進
捗
状
況
な
ど
を
勘

案
し
検
討
し
て
い
く
。

期
待
と
と
も
に
発
足
。
令
和
5

年
12
月
1
日
、
阿
波
か
つ
う
ら
ワ
ー

ク
ス
協
同
組
合
事
業
開
始
。
令
和

6
年
4
月
1
日
、
派
遣
開
始
。

県
道
上
那
賀
線
「
横
瀬
橋
東

側
」、
何
回
も
質
問
し
て
い
る
が
進
展

は
あ
る
の
か
。（
篰
）

改
良
に
つ
い
て
毎
年
県
に

要
望
を
出
し
て
い
る
。
早
期

に
道
筋
を
つ
け
た
い
。
中
角
工
区

が
終
わ
れ
ば
次
は
横
瀬
橋
東
側
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
令
和
2
年　

み
か
ん
会
議
）

国
が
推
奨
し
て
い
る
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
を
、
早
急
に
勝
浦
町

で
も
取
り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。（
井

出
）

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

見
直
し
て
、
勝
浦
町
の
需
要

に
合
う
よ
う
に
前
向
き
に
取
り
組

む
。

（
令
和
２
年　

み
か
ん
会
議
）

２
年
経
っ
た
現
状
は
…

３
年
経
っ
た
現
状
は
…

３
年
経
っ
た
現
状
は
…

ど
う
な
っ
と
ん
で
？

パ
イ
ロ
ッ
ト
園
地

ど
う
な
っ
と
ん
で
？

県
道
「
横
瀬
橋
東
側
」

ど
う
な
っ
と
ん
で
？

特
定
地
域
づ
く
り
事
業

3月 29日に役場 3階の議場に集まって
いただきモニター会議を開催しました。広
報に対しての意見や感想をいただきました
ので、今後の紙面づくりに生かしていきま
す。

中高生に興味を持ってもらうなら 
子どもにもわかるような言葉で

表紙の写真は 9割が子ども。 
いろんな世代を載せてほしい。

モニターになってから議会広報を読み始めた。 
よくわかって勉強になった。

読むまでわからなかった 
議員の思いがわかる。

いろんな人に議会広報を
読んでもらいたい。

青色は寒色で黒との差があまりなく 
メリハリがない。

新年のあいさつ・編集後記
が前向きな文章でいい。

文章が長いと読まないが、 
議会広報は簡潔な文章でわかりやすい。

今
年
の
元
旦
に
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
、
震
災
に
つ
い
て
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
危
険
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
議
会
広
報
で
も
震
災

関
連
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
や
オ
バ
ー

ト
ー
ク
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
家
族
や

親
し
い
人
た
ち
と
話
し
合
い
が
で
き
、

少
し
で
も
災
害
に
つ
い
て
の
備
え
や
認

識
が
高
ま
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
障
が
い
者
と
し
て
、
災
害

時
の
弱
者
対
策
の
重
要
性
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。
町
の
施
策
と
し
て
も
、
も
っ

と
弱
者
に
や
さ
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
、
確
認

や
避
難
所
運
営
な
ど
、
実
践
に
対
応
し

た
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
議
会
で

も
議
論
し
て
い
き
た
い
で
す
。

玉
置 

守

町
の
産
業
を
守
る
た
め
に
…

ま
だ
ま
だ
…

こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
…

大
き
く
な
ー
れ
！

大
き
く
な
ー
れ
！

危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

あとへ続け！

期
待
し
て
ま
す
！

期
待
し
て
ま
す
！

安心できない通学路

きれいに植えられたみかんの苗木

令和６年度の
広報モニター決定！

今
年
度
の
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
は
次
の

み
な
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

山

本

秀

樹

沼

江

仁

木

博

子

沼

江

谷

添

美

津

子

今

山

北

谷

誠

司

星

谷

山

田

敏

信

久

国

西

田

直

美

棚

野

柿

原

孝

子

中

山

髙

田
　

薫

横

瀬

勢

田

勝

俊

与
川
内

山

内

瑠

実

坂

本

（
敬
称
略
）
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地域でガンバる人（地域のホシ）は、活動こそ
各
おの
々
おの
ですが、「地域を盛り上げる」というアツい想い

は共通。そんな共通の想いを持つ人はみんな「かつう
らガンバロウズ」の一員です。

議
会
だ
よ
り
か
つ
う
ら
　
　
令
和

6
年

4
月

30
日
発
行
　
第

98
号
　
　
発
行
：
徳
島
県
勝
浦
町
議
会
　
　
編
集
：
議
会
広
報
常
任
委
員
会

771-4395 徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田

3　
　
電
話
：

0885-42-2513

上
うえ
田
た

 修
しゅう
平
へい

1992年生　勝浦町出身
阿波かつうらワークス協同組合　事務局長 
みかん・水稲農家 
農事組合法人　勝浦アグリネット　理事

高校卒業後、県外の大学に進学し、
卒業後も県外にて営業職として働
く。2021年に勝浦町へUターンし、

１年間かんきつアカデミーにて学ぶ。現在は両親ととも
にみかんと米の生産。農事組合法人勝浦アグリネットに
て農作業の請負サービスをしながら、阿波かつうらワー
クス協同組合の事務局長に就任。

まだまだ農家として技術も知識も
未熟ですが、より良い作物を生産で
きるように日々の管理作業を自分に
言い訳のないよう丁寧に行うことを
心がけています。また農業だけでは
なく、勝浦町の発展に寄与できれば
と思い、特定地域づくり事業を行う
ことにしました。様々な方の支えの
おかげで、「阿波かつうらワークス協
同組合」を設立し、この春から事業
を本格的にスタートできるようにな
りました。

農業に関して、日々勉強の毎日な
ので早く一人前と言われるように知識
や技術を身につけたいです。また横の
繋がりも強くしていきたいと思ってい
ます。阿波かつうらワークス協同組合
はスタートできましたが、ここからが
本番だと思うので、目標である担い手
不足の解決に向けて取り組んでいきま
す。今はまだまだですが、自分が勝浦
町に帰ってきたことに意味を持たせら
れるように、仕事を展開させていけた
らと思っています。

https://formok.com/f/1chm9gnl/

議会広報委員会では、み

なさまからの表紙写真を

募集しております。テー

マは「町民の笑顔」！

詳細は下記 URL また

は QR コードをチェック！

今回の表紙は、4 月初旬に
みかん保育園で開催された「桜
まつり」に伺いました。
毎年、新 1年生が招待され

ますが、園児服を脱いだら立
派なお兄さん、お姉さんに。
咲き誇る桜の木の下で、手作
りのお弁当を前に「喜色満面」
舌鼓を打っている様子です。

特 定 地 域 づ く り 事 業 協 同 組 合 制 度 
地域人口の急減に直面している地域において、農林
水産業、商工業等の地域産業の担い手を確保するた
めの特定地域づくり事業を行う事業協同組合に対し
て財政的、制度的な支援を行っています。

表紙写真募集！

阿波かつうらワークスの看板と事務所


